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             きょうのふくいん（マタイ２２．１５～２１） 

  みなさんのかおをあまりみませんので、どうしているのでしょうか。きょうかいがっこうがおやすみでも、 

ごミサはまいにちようびにありますので、きてくださいね。 

 

 

そのとき、ファリサイはのひとびとたちはでていって、どのようにしてイエスのことばじりをとらえて、わなにかけようかとそう

だんした。そして、そのでしたちをヘロデはのひとびとといっしょにイエスのところにつかわしてたずねさせた。「せんせい、

わたしたちは、あなたがしんじつなかたで、しんりにもとづいてかみのみちをおしえ、だれをもはばからないかたであること

をしっています。ひとびとをわけへだてなさらないからです。ところで、どうおおもいでしょうか、おしえてください。こうてい

にぜいきんをおさめるのは、りっぽうにかなっているでしょうか、かなっていないでしょうか。」イエスはかれらのあくいにき

づいていわれた。「ぎぜんしゃたち、なぜ、わたしをためそうとするのか。ぜいきんにおさめるおかねをみせなさい。」かれら

がデナリオンぎんかをもってくると、イエスは「これは、だれのしょうぞうとめいか」といわれた。かれらは「こうていのもので

す」といった。すると、イエスはいわれた「では、こうていのものはこうていに、かみのものはかみにかえしなさい。」 

 

 

きょうのおはなしでは、イエスさまをおとしいれようとして、ファリサイはのひとたちが「こうていにぜいきんをおさめることはほ

うりつにかなっていますか」といじわるなしつもんをします。 

そのころイスラエルにすむユダヤじんたちは、ローマこうていにしはいされていたので、こうていにぜいきんをおさめなければ

なりませんでした。もし、ぜいきんをおさめることが「よい」とこたえれば、イエスさまがローマのみかたになる、はんたいに「わ

るい」とこたえればローマこうていにさからうことになります。どちらにこたえても、たいへんなもんだいになるしつもんですね。 

そこで、イエスは「こうていのものはこうていに、かみのものはかみにかえしなさい。」（マタイ２２．２１）といわれました。

イエスさまはかみのものといっていますが、かみさまのものってなんでしょうかと、かんがえてみましょう、なにがうかんできま

すか。 

 

かみさまはごじしんににせて、わたしたちにんげんをつくられ、あらゆるいのちをおせわし、たいせつにするようにいわれまし

た。「すべてのいのちをまもる」ことをかみさまはのぞんでおられます。すべてのいのちをたいせつにして、かみさまにおかえし

ができるようにわたしたちがどのようにしたら、よいでしょうか。 

まず、ひとはきょうだいとしておたがいにたすけあい、みんながしあわせにいきるようにたすけあいながら、かみさまがのぞん

でおられることをやっていきましょう。 

 

じぶんのまわりにたすけがひつようなひとがいたら、そのひとをたすけることをすすんでやりましょう、またじぶんがなにかいう

ときにいじわるなことばではなく、ほめることばをいいましょう。みんなとなかよくできるようにがんばりましょう。そのようにし

ていったら、こころがひろくなって、しあわせになります。そのためにがんばっていのりしましょうね。 

 

おしらせ 

１１月の８日と１５日、９時と１１時のごミサのあいだに七五三のしゅくふくがあります。ぜひきてくださいね。じぶんの地区の

ミサにきてくださいね。 


